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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　除細動器と共に使用するためのパドルにおいて、
　ハンドル及びアプリケータコネクタを有する再利用可能なアプリケータと、
　取り外し可能な層によりパッド部内に封じられる導電媒体、及びパッド部コネクタ、を
有する使い捨てのパッド部と、
　前記アプリケータ及び前記パッド部の一方に設けられる電気接触部であって、前記電気
接触部が、前記導電媒体が前記パッド部内に封じられている状態で、患者と前記除細動器
との間の電気パスを形成するために露出されている、電気接触部と、
を有し、前記アプリケータコネクタ及び前記パッド部コネクタが、前記アプリケータと前
記パッド部との間の電気的且つ機械的な接続を形成する、パドル。
【請求項２】
　請求項１に記載のパドルにおいて、前記アプリケータは、前記パッド部を患者の湾曲に
合わせるためのプレートを有するパドル。
【請求項３】
　請求項２に記載のパドルにおいて、前記プレートは、前記患者の湾曲に対し曲がる部分
を有するパドル。
【請求項４】
　請求項２に記載のパドルにおいて、前記プレートはフレキシブルであるパドル。
【請求項５】
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　請求項１に記載のパドルにおいて、前記パッド部は更に、前記導電媒体が取り付けられ
るバッキングと、前記導電媒体を封じ、前記電気接触部が取り付けられる取り外し可能な
蓋とを有するパドル。
【請求項６】
　請求項５に記載のパドルにおいて、前記アプリケータは更に、前記バッキングが取り付
けられ、前記バッキング及び前記導電媒体を患者の湾曲に合わせるためのプレートを有す
るパドル。
【請求項７】
　請求項５に記載のパドルにおいて、前記導電媒体は更に、粘着層及び導体を有し、前記
導体は、前記粘着層と前記バッキングとの間に置かれるパドル。
【請求項８】
　請求項７に記載のパドルにおいて、前記電気接触部は、前記導電媒体を介して前記アプ
リケータに信号を送るパドル。
【請求項９】
　請求項１に記載のパドルにおいて、前記電気接触部は、前記アプリケータの側面に取り
付けられるパドル。
【請求項１０】
　請求項９に記載のパドルにおいて、前記側面は、前記パッド部及び前記ハンドルに隣接
するパドル。
【請求項１１】
　請求項９に記載のパドルにおいて、前記パッド部は前記側面に取り付けられるパドル。
【請求項１２】
　請求項９に記載のパドルにおいて、前記パッド部は前記導電媒体を封じる取り外し可能
なバッグを有するパドル。
【請求項１３】
　請求項９に記載のパドルにおいて、前記パッド部は前記側面には取り付けられないパド
ル。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のパドルにおいて、前記アプリケータは更に、
　前記パッド部とは反対側にある下部、及び
　前記下部に隣接する前面部、
を有し、前記電気接触部が取り付けられる前記側面は前面を有するパドル。
【請求項１５】
　除細動器と共に使用するパドルを形成するための粘着パッドと共に使用するアプリケー
タは、
　下部、及び患者と主基体と前記除細動器との間の一次電気パスに沿って前記主基体を前
記粘着パッドに電気的且つ機械的に接続するための前記下部にあるコネクタ、を有する前
記主基体と、
　前記主基体に設けられるハンドルと、
　前記患者と前記主基体と前記除細動器との間に二次電気パスを形成するために前記主基
体に設けられる電気接触部と、
を有するアプリケータ。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のアプリケータにおいて、前記電気接触部は、前記下部の前記コネク
タに隣接して置かれるアプリケータ。
【請求項１７】
　請求項１５に記載のアプリケータにおいて、前記電気接触部は、前記下部には置かれな
いアプリケータ。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のアプリケータにおいて、前記電気接触部は、前記下部に隣接する側
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面に置かれるアプリケータ。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のアプリケータにおいて、前記ハンドルは、前記下部に隣接する前記
主基体のほぼ前面において前記主基体に取り付けられ、前記電気接触部は前記前面に置か
れるアプリケータ。
【請求項２０】
　除細動器と共に使用するパドルを形成するための、ハンドルを有する再利用可能なアプ
リケータと共に使用する使い捨てのパッド部であって、
　上部及び下部を持つバッキング、
　前記上部に取り付けられるパッド部コネクタであって、前記パッド部と前記アプリケー
タとの間の機械的且つ電気的な接続を形成するコネクタ、
　前記下部に取り付けられる導電媒体、
　前記導電媒体を封じるための蓋、及び
　前記導電媒体が前記蓋により封じられている状態で、前記アプリケータを介して患者と
前記除細動器との間に電気パスを設けるために、前記蓋の外側に置かれる電気接触部、
を有するパッド部。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のパッド部において、前記導電媒体は、粘着層及び前記バッキングと
前記粘着層との間に置かれる導体を有するパッド部。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のパッド部において、前記バッキングは、前記患者の湾曲に合わせる
ようにフレキシブルであるパッド部。
【請求項２３】
　除細動器と共に使用するパドルにおいて、
　上部と患者の湾曲に合わされた下部とを持つプレート、フレキシブルプレートの上部に
取り付けられるハンドル、及び前記フレキシブルプレートの下部に置かれるアプリケータ
コネクタ、を有する再利用可能なアプリケータと、
　前記プレートにより形成されるフレキシブルバッキング、前記アプリケータコネクタと
の電気的且つ機械的な接続を形成するために、前記フレキシブルバッキングの上部に置か
れるパッド部コネクタ、前記フレキシブルバッキングに取り付けられる取り外し可能な蓋
、及び粘着層と前記フレキシブルバッキングの前記下部との間に置かれるフレキシブル導
体を有する、前記フレキシブルバッキングの前記下部に取り付けられ、前記蓋により封じ
られる粘着性導電媒体、を有する前記アプリケータに電気的且つ機械的に接続される使い
捨てのパッド部と、
　前記パッド部に電気的に接続される前記蓋に置かれる電気接触部であり、前記電気接触
部は、前記粘着性導電媒体が前記パッド部内に封じられている状態で露出されており、前
記粘着性導電媒体を介して前記アプリケータに信号を送る、電気接触部と、
を有するパドル。
【請求項２４】
　除細動器と共に使用するパドルにおいて、
　上部と患者の湾曲に合わせる下部とを持つプレート、前記プレートの前記上部に取り付
けられるハンドル、及び前記プレートの前記下部に置かれるアプリケータコネクタ、を有
するアプリケータと、
　前記プレートにより形成されるフレキシブルバッキングを有するパッド部であって、前
記アプリケータコネクタとの電気的且つ機械的な接続を形成するために、前記フレキシブ
ルバッキングの上部に置かれるパッド部コネクタ、及び粘着層と前記フレキシブルバッキ
ングの下部との間に置かれるフレキシブルコンダクタを有し、バッグにより封じられる、
前記フレキシブルバッキングの下部に取り付けられる粘着性導電媒体、を有するパッド部
と、
　前記パッド部が前記アプリケータに接続されていない状態で、前記患者と前記アプリケ
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ータと前記除細動器との間の電気パスを形成するために、前記アプリケータコネクタに隣
接する前記プレートに置かれる電気接触部と、
を有するパドル。
【請求項２５】
　除細動器と共に使用するパドルにおいて、
　上部と患者の湾曲に合わせる下部とを持つプレート、前記プレートの上部に取り付けら
れるハンドル、及び前記プレートの下部に置かれるアプリケータコネクタ、を有するアプ
リケータと、
　前記アプリケータコネクタとの電気的且つ機械的な接続を形成するために、前記フレキ
シブルバッキングの上部に置かれるパッド部コネクタ、前記粘着層と前記フレキシブルバ
ッキングの下部との間に置かれるフレキシブル導体を有する、前記フレキシブルバッキン
グの下部に取り付けられる粘着性導電媒体、及び粘着性導電媒体を封じる取り外し可能な
層、を有するパッド部と、
　前記粘着性導電媒体が前記層により封じられている状態で、前記患者と前記アプリケー
タと前記除細動器との間の電気パスを形成するために、前記ハンドルに隣接する前記プレ
ートに置かれる電気接触部と、
を有するパドル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　一般的に、除細動治療は、心臓細動を患う（すなわち、心臓が潜在的に致命的な不整脈
を患う）患者を治療するのに用いられる処理である。除細動の処理は、患者の胸部に電極
を置くこと、及び除細動のショック(defibrillation shock)を与えることを含む。この除
細動のショックは、心臓を刺激し、細動を治すために、患者のむき出しの胸部に与えられ
る心筋への短時間の二相性の電気パルスである。電極は通常、陽極と陰極とを有し、使い
捨て(single-use)パッド又は再利用パドルの形態である。これら使い捨てパッドは、患者
に付着するために粘着性があり、ハンズフリーである。対照的に、これらパドルは患者に
付着しないので、ハンズフリーではない。
【０００２】
　除細動を提供することに加え、心臓の除細動器はしばしば介護者にモニタリング及び追
加の治療の機能を提供する。一般的に、モニタリング機能は、患者により発生される信号
を記録するような除細動器の受動的使用を含んでいる。それとは対照的に、治療の機能は
、電気又は他の信号を患者に注入することを含んでいる。除細動器にしばしば含まれるモ
ニタリング機能は、心電計(ECG: electrocardiograph)モニタリングである。除細動器に
しばしば含まれる治療の機能は、除細動、外部の心臓ペーシング及びペーシングを伴う又
は伴わないカルディオバージョンを含む。ＥＣＧモニタリング、ペーシング、ペーシング
機能を含むカルディオバージョン、又はショックが与えられるときを除細動器が示す場合
の除細動を行うために、拡張される電気接触が患者に対してなされる必要がある。この拡
張される接触は、使い捨てパッド又はこれが可能な程度の再利用パドルを用いて供給され
る。その上、拡張される接触がしばしば、他の治療及びモニタリングの機能にとって更に
実用的である。
【０００３】
【従来の技術】
　図１は、粘着性の使い捨てパッド１０を用いた除細動及びモニタリングシステムを示す
。除細動器１は、パッド１０に事前に接続される対応するリードによってこれらパッド１
０に接続され、これらパッド１０は次いで、既定位置にいる患者の胸部に置かれる。除細
動を行うために、１つのパッド１０にとって好ましい位置は、患者の胸部の右上の胸骨の
縁に置かれることであり、これの一端は鎖骨の近くであり、他端は右の乳首の真上である
。他のパッド１０は、患者の左側に置かれ、左の乳首の下で、左の腋窩線(midaxillary l
ine)を横断して後ろから前へ包まれる。このようにして、これらパッド１０は、心筋に流
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れる電流を最小にするように置かれる。
【０００４】
　パッド１０は、保護ポリマーバッキングとパッド１０を患者に付着させるのに使用され
る導電性ヒドロゲル接着剤との間に挟まれるフレキシブルな金属導体プレートから一般的
に構成される。パッド１０は、対応するリードを除細動器１に接続するために、鋳型形成
されるコネクタも一般的に有する、又はパッド１０に形成されるリードも持つ。パッド１
０の実施例は、アジレントテクノロジー社により製造されるHeartstreamパッド（部品番
号：Ｍ３７１３Ａ）である。
【０００５】
　使い捨てパッド１０の利点は、介護者が患者にこれらパッド１０を付着させることがで
き、その後、患者に触れることなく除細動のショックを加えることである。このハンズフ
リー能力は、除細動中に介護者がパッド１０を通る電気パルスによってショックを受ける
、また他の方法ではこの電気パルスに曝される機会を減少させる。しかしながら、パッド
１０は、使用するのが高価であり、患者の状態をより良く判断するために、介護者が患者
のＥＣＧのクイックルックを行うことができないという欠点を有する。クイックルックは
通常、患者の脈拍又は状態のクイックリーディングを得るために、介護者が患者と一時的
又は短縮されて接続するときである。特に、介護者が患者の状態をチェックするためにパ
ッド１０を使用したい場合、これらパッド１０は、ヒドロゲルを乾燥及び汚れさせ、これ
らパッドをそれ以上の使用には適さなくさせる保護的なパッケージング（図示せず）から
取り除かれなければならない。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　図２Ａ及び２Ｂは、図１に示されるパッド１０の代わりに用いられる２つのパッドの１
つである従来の再利用パッド２０を示す。これらパドル２０は、患者の既定位置にパドル
２０を置き、保っておくために、介護者が握るハンドル２２と、除細動のショックが与え
られるのに通る導体プレート２４とを含む。乾燥肌又は患者に関する他の要因により生じ
るインピーダンスを減少させるために、例えばゲルのような導電媒体２６は通常、導電プ
レート２４上に置かれる。パドル２０を用いる利点は、これらパッドが再利用できること
である。例えば、同じ組のパドル２０は、使用後に導電媒体２６が取り除かれ、これらパ
ドル２０が汚れを落とし、きれいにされる限り、再び使用されることができる。しかしな
がら、パドル２０は、除細動を施すために、介護者がパドル２０を患者に押しつけなけれ
ばならないという欠点がある。介護者を患者のすぐ近くにいさせることにより、介護者は
、除細動中にショックの危険性に曝される。加えて、導電媒体２６の使用は、パドル及び
患者の両方に汚れを生じ、介護者にショックの機会を増やし、パドル２０がきれいになる
及び汚れを落とすことを難しくさせる。更に、パドル２０は、パッド１０に比べかなり大
きく且つ重い。最後に、パドル２０は患者に取り付けられないので、パドル２０は、ＥＣ
Ｇモニタリングの使用、外部の心臓ページング、ペーシングが行われるカルディオバージ
ョン、又はショックが与えられべきときを示す自動的なＥＣＧ解釈アルゴリズムの除細動
（自動的な外部除細動器）のために使用されることができず、又は実際的でない。この理
由は、これら機能が、電極が患者と拡張された接触をもつこと及びモーションフリーの関
係となることを要求するからである。再利用パドル２０の一例は、アジレントテクノロジ
ー社により製造される部品番号Ｍ４７４６Ａである。モニタリング機能を持つ除細動器１
と共にパッド１０及びパドル２０の使用及び置換に関する追加の情報に対し、アジレント
社のＭ４７３５ＡであるHeartstream XL 除細動器／モニターユーザーズガイド（Edition
 1, September，2000）が参照され、これは参照することによりこれに含まれるとする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明の実施例によれば、除細動器と共に使用するパドルは、アプリケータと、このア
プリケータに電気的に接続され、ここに取り外し可能にケース封じされる導電媒体を持つ
パッド部と、前記アプリケータ又はパッド部の一方に電気的に接続される電気接触部を含
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み、この電気接触部は、導電媒体がパッド部においてケース封じされている状態で、曝さ
れている。
【０００８】
　本発明の他の実施例によれば、除細動器と共に使用するパドルを形成するために、粘着
性パッドと共に使用するアプリケータは、下部を持つ主基体、この主基体を患者と主基体
と除細動器との間にある一次電気パスに沿って粘着性パッドに電気的且つ機械的に取り付
けるための前記下部上のコネクタ、主基体に取り付けられるハンドル、及び患者と主基体
と除細動器との間にある二次電気パスを形成するために、前記主基体に取り付けられる電
気接触部を含む。
【０００９】
　本発明の更に他の実施例によれば、除細動器と共に使用するパドルを形成するために、
アプリケータと共に使用するパッド部は、上部を持つバッキング、このアプリケータに対
し機械的且つ電気的な接続を形成するために、前記上部に取り付けられるコネクタ、前記
下部に取り付けられる導電媒体、この導電媒体をケース封じするための蓋、及び導電媒体
が蓋によりケース封じされているとき、電気パスをアプリケータに提供するために、前記
蓋に配される電気接触部を含む。
【００１０】
　本発明の更に他の実施例によれば、除細動器と共にパドルを使用する方法は、このパド
ルを形成するために、蓋によりケース封じされる導電媒体を持つパッド部をアプリケータ
部分に取り付けるステップ、蓋又はアプリケータに置かれる電気接触部を用いて、除細動
器と患者との間に電気パスを形成することによって、患者の状態を判断するステップ、及
び除細動器と患者との間に他の電気パスを形成するために、パドルを患者に接続するため
の蓋を取り除くステップを含む。
【００１１】
　本発明の他の実施例によれば、除細動器と共に使用するパドルは、患者の湾曲に合わせ
るフレキシブルプレート、このフレキシブルプレートの上部に取り付けられるハンドル、
及びフレキシブルプレートの下部に置かれるアプリケータコネクタを持つアプリケータと
、フレキシブルプレートにより成型されるフレキシブルバッキング、アプリケーションコ
ネクタと電気的且つ機械的な接続を形成するために、フレキシブルバッキングの上部に置
かれるパッド部コネクタ、このフレキシブルバッキングに取り付けられる蓋、及びフレキ
シブルバッキングの下部に取り付けられ、取り外し可能な蓋によりケース封じされる粘着
性導電媒体を持つ、アプリケータに電気的に接続されるパッド部と、パッド部に電気的に
接続される蓋に置かれる電気接触部を含み、この電気接触部は、粘着性導電媒体がこの導
電媒体を介し前記アプリケータへ信号を送るように、前記パッド部においてケース封じさ
れる間、曝される。
【００１２】
　本発明の更に他の実施例によれば、除細動器と共に使用するパドルは、患者の湾曲に合
わせるフレキシブルプレート、このフレキシブルプレートの上部に取り付けられるハンド
ル、及びフレキシブルプレートの下部に置かれるアプリケータコネクタと、フレキシブル
プレートにより成型されるフレキシブルバッキング、アプリケータコネクタと電気的且つ
機械的な接続を形成するために、フレキシブルバッキングの上部に置かれるパッド部コネ
クタ、このフレキシブルバッキングの下部に取り付けられ、粘着層とフレキシブルバッキ
ングとの間に置かれるフレキシブル導体を有し、取り外し可能なバッグによりケース封じ
される粘着性導電媒体と、パッド部が前記アプリケータに接続されない間、除細動器とア
プリケータとの間の追加の電気パスを形成するように、アプリケータコネクタに隣接する
フレキシブルプレートに置かれる電気接触部とを含む。
【００１３】
　本発明の更に他の実施例によれば、除細動器と共に使用するパドルは、患者の湾曲に合
わせるフレキシブルプレート、このフレキシブルプレートの上部に取り付けられるハンド
ル、及びフレキシブルプレートの下部に置かれるアプリケータコネクタと、フレキシブル
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プレートにより成型されるフレキシブルバッキング、アプリケーションコネクタと電気的
且つ機械的な接続を形成するために、フレキシブルバッキングの上部に置かれるパッド部
コネクタ、フレキシブルバッキングの下部に取り付けられ、粘着層とフレキシブルバッキ
ングとの間に置かれるフレキシブル導体及びこれをケース封じする取り外し可能な層を有
する粘着性導電媒体と、粘着性導電媒体が前記層によりケース封じされている状態で、除
細動器とアプリケータとの間の追加の電気パスを形成するように、ハンドルを調節するフ
レキシブルプレートに置かれる電気接触部とを含む。
【００１４】
　本発明のこれら及び他の目的並びに利点は、添付される図面と共に行われる好ましい実
施例の以下の記載から明白となり、容易に理解されるであろう。
【００１５】
【発明の実施の形態】
　本発明の好ましい実施例に詳細に言及され、これら実施例は、添付される図面に説明さ
れ、この図において、同じ参照番号は、どこでも同じ要素を述べている。これら実施例は
、前記図面を引用することにより本発明を説明するために、以下に記載される。
【００１６】
　図３は、本発明の実施例によるハンズフリーパドルを示す。このハンズフリーパドルは
、再利用部分１００及びパッド２００を含んでいる。この再利用部分１００は、ハンドル
１１０、アプリケータプレート１２０及びハンドル１１０内にあるコネクタ差込口１３０
を含む。このハンドル１１０は、アプリケータプレート１２０に脱着可能又は恒久的に取
り付けられることができる。
【００１７】
　再利用部分１００は、例えばアジレントテクノロジー社により製造されるＭ４７４６Ａ
の外部パドルのような従来のパドル２０に用いられるのと同じ材料で作られることができ
る。
【００１８】
　パッド２００はコネクタ２１０を含み、このコネクタ２１０は、再利用部分１００を介
してパッド２００を除細動器（図示せず）に電気的且つ機械的の両方で接続するために、
コネクタ差込口１３０によって収容される。コネクタ２１０は、プレート２１５の上部に
取り付けられる。導電媒体２２０は、前記プレート２１５の下部に置かれる。この導電媒
体２２０は、アジレントテクノロジー社により製造されるHeartstreamパッド（部品番号
Ｍ３７１３Ａ）のような使い捨てパッド１０に用いられるのと同じフレキシブル導体２２
５及びヒドロゲル接着剤２２７の両方を含む。フレキシブル導体２２５は、このヒドロゲ
ル接着剤２２７とプレート２１５との間に挟まれている。例えば使用されるとき、再利用
部分１００は、除細動のショックが導電媒体２２０を介して患者に与えられることを可能
にするパッド２００に接続される。その上、導電媒体２２０の粘着性質は、除細動を提供
することに加え、介護者に心電計（ＥＣＧ）モニタリング、外部の心臓ペーシング及びカ
ルディオバージョンを提供することを可能にするように、患者との拡張された接触及びモ
ーションフリーの関係を可能にする。
【００１９】
　示されていないが、導電媒体２２０は、例えばハンズフリーの操作が必要とされないと
きのように、全ての場合において粘着性を持つ必要はなく、接着剤２２７は、例えばハン
ズフリーの操作を遂行するために、接着剤が後で供給される又は必要とされないときのよ
うに、全ての場合において常に必要とされるわけではないと理解される。
【００２０】
　前記導電媒体２２０が乾燥する及び使用前に汚れること防ぐために、蓋２３０は、この
導電媒体２２０をケース封じしている。この蓋２３０は、前記導電媒体２２０をケース封
じするために、この蓋２３０とプレート２１５との間に置かれるシール２５０を含む。蓋
２３０は半導電性であり、蓋２３０の下部に取り付けられるクイックルック接触部２４０
を含む。このクイックルック接触部２４０は、蓋２３０及び導電媒体２２０を介してコネ
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クタ２１０と電気的に接続されている。クイックルック接触部２４０は蓋２３０の外側に
あるので、介護者は、蓋２３０を取り除き導電媒体２２０を曝すことなくゆえにパッド２
００が捨てられることを必要とすることなく、クイックルックＥＣＧリーディングを得る
ことができる。例えば、クイックルック接触部２４０は、患者と再利用部分１００と除細
動器との間に第２の電気パスを形成する。
【００２１】
　使用時には、介護者は、リード（図示せず）を用いて、ハンズフリーパドルを除細動器
に接続し、コネクタ２１０をコネクタ差込口１３０に挿入することによって、前記パッド
２００を再利用部分１００に接続する。示されてないが、コネクタ２１０がハンドル１１
０上に置かれると共に、コネクタ差込口１３０は、プレート２１５に置かれると一般的に
理解される。
【００２２】
　一旦接続されると、介護者は、患者の状態のクイックルックが是認されるかを決めるこ
とができる。クイックルックを行うために、介護者は、脈拍を得るために、患者との一時
的且つ簡潔な接触を行う。上記クイックルックが是認される場合、介護者は、所望のリー
ディングを得るために、クイックルック接触部２４０を患者に当てる。かなり堅いように
示されているが、蓋２３０が導電媒体２２０に恒久的に付着しない限り、この蓋２３０は
フレキシブルであることが可能であると理解される。その上、クイックルックが行われ、
ハンズフリーパドルを他に使用することが必要とされない場合、蓋２３０は、図１に示さ
れる従来のパッド１０のように廃棄される必要なく、きれいに拭われることが可能である
。
【００２３】
　除細動治療が必要とされる、又は患者に対して動かない電極がモニタリングに必要とさ
れる場合、蓋２３０は、導電媒体２２０を曝させるために取り除かれる。ハンズフリーパ
ドルはその後、患者に付着され、これは、介護者がもはやハンズフリーパドルに触れない
ことを可能にする。このハンズフリーパドルを患者に上手く付着させるために、アプリケ
ータプレート１２０は、幾分堅くすべきであるが、患者と接触している導電媒体２２０の
量を増大させるために、患者の身体の形状と一致させることを可能にする必要がある。こ
れによって、アプリケータプレート１２０は、堅く且つ曲げることができる、又は示され
るように、介護者にハンズフリーパドルで患者の形状を作ることを可能にするためのパッ
ドが付いた部分のようにフレキシブル又はフレキシブルな部分を有する。このようにして
、介護者は、均一に導電媒体２２０を患者に付着するためにアプリケータプレート１２０
を使用する。
【００２４】
　使用後、パッド２００は、患者から取り除かれ、処分される。再利用部分１００はきれ
いにされるが、他では必要とされる新しいパッド２００に接続されることがすぐに可能で
ある。
【００２５】
　図４は、本発明の他の実施例によるハンズフリーパドルを示し、ここでは、再利用部分
３００は、図３に示されるアプリケータプレート１２０と比較して、かなり堅い、厚いア
プリケータプレート３２０を持つ。再利用部分３００もまたアプリケータプレート３２０
に接続されるハンドル３１０と、図３に示されるパッド２００のコネクタ２１０に取り付
けるためのアプリケータプレート３２０内にあるコネクタ差込口３３０とを有する。この
厚いアプリケータプレート３２０もまた患者の形状に上手く一致するように折り曲げ可能
な部分を含むことができる。ハンドル３１０は、アプリケータプレート３２０に脱着可能
又は恒久的に取り付けられることができる。
【００２６】
　図５は、本発明の更に他の実施例によるハンズフリーパドルを示す。再利用部分３００
０は、アプリケータプレート３１００のほぼ前面まで延在するハンドル３３００を含む。
このハンドル３３００は、アプリケータプレート３１００に脱着可能又は恒久的に取り付
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けられることができる。クイックルック接触部３４００は、アプリケータプレート３１０
０の前面に置かれる。例えば、患者の状態に関するクイックルックを行うために、パッド
２０００は、図３に示されるパッド２００が行うような、再利用部分３０００に接続され
る必要はない。代わりに、クイックルック以上の治療が提供される場合、パッド２０００
は再利用部分３０００に接続されることだけを必要とする。再利用部分３０００は、コネ
クタ２１００及びコネクタ差込口３２００を用いてパッド２０００に接続され、これが再
利用部分３０００とパッド２０００との間に電気的且つ機械的な接続を提供する。
【００２７】
　コネクタ２１００は、プレート２１５０の上部に取り付けられる。フレキシブル導体及
び粘着性ヒドロゲルを含む導電媒体２２００は、プレート２１５０の背面に置かれる。蓋
２３００は、シール２４００を用いてプレート２１５０に接続される。このようにして、
導電媒体２２００は乾くことはなく、そうしなければ、使用前に曝す（すなわち、蓋２３
００が取り除かれる）ことによってその粘着特性を失ってしまう。
【００２８】
　示されてないが、図３に示されるパッド２００は、クイックルック接触部３４００に加
え、第２のクイックルック接触部２４０を設けることで、再利用部分３０００に接続され
ることができると理解される。
【００２９】
　図４及び図５に示される本発明の実施例と比較して、パッド２０００は、パッド２００
のようにクイックルックを提供するのに使用されないため、蓋２３００は、例えば図４及
び図５に示されるクイックルック接触部２４０のような、導電媒体２２００に電気的に接
続される一体化した導電エリアを必要しない。これによって、蓋２３００は、図３及び図
４に示される蓋２３０のように、半導体である必要はない。
【００３０】
　図６は、本発明の他の実施例によるハンズフリーパドルを示す。再利用部分５０００は
、アプリケータプレート５３００に脱着可能又は恒久的に接続されるハンドル５１００を
含む。コネクタ差込口５２００は、ハンドル５１００内に設けられる。クイックルック接
触部５４００は、ハンドル５１００の下に設けられ、コネクタ差込口５２００に隣接して
いる。このようにして、介護者がＥＣＧを得るためにクイックルックを行う必要がある場
合、再利用部分５０００は単独で使用されることができる。
【００３１】
　追加のモニタリング又は治療の機能は、受動リーディングを患者から得る又は患者に電
気を注入することを要求される場合、パッド４０００は、コネクタ差込口５２００に接続
するコネクタ４２００を用いて、再利用部分５０００に接続される。コネクタ４２００は
、プレート４１５０の上部に取り付けられ、導電媒体４１００は、プレート４１５０の下
部に取り付けられる。導電媒体４１００は、フレキシブル導体及びヒドロゲル接着剤を含
む。導電媒体４１００、プレート４１５０及びコネクタ４２００は、導電媒体４１００を
乾燥から、そうしなければ粘着特性を失ってしまうことを防ぐために、バッグ４３００内
に封止される。このバッグ４３００を用いることにより、パッド４０００は通常、バッグ
４３００を取り除かずに再利用部分５０００には接続されない。しかしながら、バッグ４
３００は、パッド４０００を再利用部分５０００に取り付ける前に取り除かれる必要は無
いと通常は理解される。それ程複雑ではない構造を用いることにより、図３及び図５に示
されるパッド２００及び２０００で見られるよりも、製造コストは更に減少する。
【００３２】
　示されていないが、バッグ４３００は、導電媒体４１００をケース封じすることだけを
必要とすると理解される。
【００３３】
　本発明のハンズフリーパドルによれば、介護者は、患者の状態を判断するためのクイッ
クルックを得ることができ、付随する制限の無い従来のパドルとパッドとの利点を結合す
るために、患者にハンズフリーの除細動治療を施すこともできる。加えて、除細動器から
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ドに対する製造コストと比べ減少し、ケース封じされた従来のパッドを検査するのに必要
とされる機構と比較して、ケース封じされたままパッド内の導電媒体を検査するための簡
単な機構を提供する利点も有する。
【００３４】
　その上、本発明によるハンズフリーパドルは、パッドによって患者に取り付けられるの
で、このハンズフリーパドルは、再利用可能な事前に接続された要素をなお具えつつ、除
細動、ＥＣＧモニタリング、外部の心臓ペーシング及びカルディオバージョンを含む心臓
除細動器の４つの基本機能を行うことができる。同時にハンズフリーパドルは、きれいに
する及び汚れを落とすことを容易にして、従来のパドルよりもかなり小さく且つ軽くなる
。
【００３５】
　本発明の数個の好ましい実施例が示され、説明されたとしても、当業者によって、本発
明の原理及び趣旨から逸脱することなく本実施例を変更してもよく、本発明の範囲は、特
許請求の範囲及びそれと同等のものにおいて既定されることは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　使い捨てパッドを用いた従来の除細動システム。
【図２Ａ】　図１の除細動器で使用する従来の再利用パドルの概略図。
【図２Ｂ】　図１の除細動器で使用する従来の再利用パドルの底面図。
【図３】　本発明の実施例によるハンズフリーパドルの断面図。
【図４】　本発明の他の実施例によるハンズフリーパドルの断面図。
【図５】　本発明の更に他の実施例によるハンドル及び再利用部分におけるクイックルッ
ク接触部を持つハンズフリーパドルの断面図。
【図６】　本発明の更に他の実施例によるバッグに封止されるパッドを使用する再利用部
分におけるクイックルック接触部を持つハンズフリーパドルの断面図。
【図１】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】
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